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Abstract

　This study investigated the impact of relocating the main campus of the Faculty of Human and 

Social Sciences from the Second Campus to the First Campus on students’ physical activity levels, 

assessed by daily step counts, and on their satisfaction with student life. Average step counts in 

2023, when the main campus was situated at the Second Campus farther from the nearest railway 

station, were compared with those in 2024, following the relocation to the First Campus, which 

is located in closer proximity to the station. No statistically significant differences were observed 

between the two years. It was inferred that the reduction in walking distance from the station was 

offset by students’ increased utilization of facilities such as restaurants in the vicinity of the First 

Campus and Kasumigaseki Station. Regarding student life satisfaction, a slight improvement in overall 

university life satisfaction was observed, accompanied by enhanced satisfaction with the surrounding 

environment. Overall, a considerable proportion of students reported a higher level of satisfaction 

with the First Campus.
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Ⅰ．緒　言

　本学では，2023年の9月に新たに池袋キャンパスが誕生したことにより，人間社会学部の学生
は，2023年度までメインキャンパスとして第2キャンパス（以後2C）に通っていたが，2024年度

Keywords:  Students’ physical activity, Daily step counts, Student life satisfaction, University life 

satisfaction, Surrounding environment of the university

要　　旨

　本研究では，人間社会学部のメインキャンパスが第2キャンパスから第1キャンパスへ移転した
ことによる，学生の身体活動量（歩数）と第1キャンパスとその周辺環境が学生生活満足度へ及ぼ
す影響を把握することを目的とした。
　平均歩数では，最寄り駅より遠い第2キャンパスがメインキャンパスの2023年の歩数と最寄り
駅より近い第1キャンパスがメインキャンパスとなった2024年の歩数を比較すると，歩数に有意
な差は認められなかった。第1キャンパスや霞ヶ関駅の周辺の飲食店などを利用する学生が増加
し，駅からの歩数の減少を補う行動があり歩数の減少が認められなかったものと推察された。
　学生生活満足度では，メインキャンパスの移転により大学生活満足度はわずかに向上し，大学
の周辺環境の満足度が向上し，総合的には第一キャンパスに満足感を持っている学生が多く存在
していた。

キーワード： 学生の身体活動量，歩数，学生生活満足度，大学生活満足度，大学周辺環境
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から第1キャンパス（以後1C）へ通うこととなった。
　まずメインキャンパスが移転したことで，本学の第2キャンパスは最寄り駅である霞ヶ関駅から
徒歩15～ 20分かかっていたが，1Cへ移転したことにより約5分でキャンパスにたどり着くことが
可能となった。そのため，通学時間が減少したことによる身体活動量（歩数）の減少が予想される。
　現在世界的にも運動不足は広がっており，死因の約3分の1を占めている 12）。そして，若年層で
より深刻な状況である 3）。また，日本を含む先進国でデスクワークを伴う長時間労働やライフスタ
イルの変化により運動不足・座位行動は深刻化している。身体活動が不十分で，そのことによる
心血管疾患，Ⅱ型糖尿病，認知症，一部のがん等のリスクが高い事が報告されている 1）。我が国で
も健康日本21（第三次）における身体活動・運動分野の取組の推進するために健康づくりのため
の身体活動・運動ガイド2023を策定して身体活動の推進に努めているが，改善が難しい状態であ
り，特に若者で深刻である 8）6）。
　次に大学の環境に関して本学の2Cの周辺は，田畑や住宅街に囲まれていることもあり飲食店や
コンビニエンスストアが無く，2Cでの食の調達は学内の自動販売機か昼食時に開く学食のみであ
り，不便な環境であった。それに対して1Cは，駅に近く，コンビニエンスストアは学内外もあ
り，スーパーマーケットやファストフード店，飲食店などが密集しており，容易に食事やその他
の買い物もできる利便性の良い環境にある。また，2Cでは人間社会学部の学生のみであったが，
1Cには，商学部　商学科・経営学科，国際関係学部　国際メディア学科，医療健康学部，世界100
か国から集まる留学生などの他学部生が学んでおり，同じキャンパスになるため，授業や部活動
や課外活動などでの交流も盛んになることが予想される。
　先行研究において大学生活は，勉強，サークル，交友と幅広い活動を通して，経験を豊かに
することによって，大学満足度は高まることが報告されている 14）。また，運動実施状況やボラン
ティア活動が，身体的健康に関する満足度に加えて，生活満足度に影響することも示されている 2）。
加えて食事の満足感の向上が，生活満足度や幸福感との相関があることが報告されており，食環
境の整備が生活の質（QOL）の向上に役立つと考えられる 10）。そこで本研究では，人間社会学部
のメインキャンパスが2Cから1Cへ移転したことによる学生の身体活動量（歩数）と学生生活満足
度（大学生活満足度と大学周辺環境）へ及ぼす影響を把握することを目的とした。

研究仮説
仮説1： メインキャンパスが霞ヶ関駅に近い1Cに移転し，霞ヶ関駅からの通学時間が減少に伴う

身体活動量（歩数）の減少が影響し，1日の身体活動量（歩数）に減少した学生が増加した。
仮説2：霞ヶ関駅に近い1Cに移転したことで周辺環境や利便性に満足している学生が増加した。
仮説3：大学生活満足度は，1Cに移転後に満足している学生が多い。

Ⅱ．研究方法

　対象者は，東京国際大学人間社会学部の学生2～ 4年 345名，調査期間を2024年10月23日～
2024年11月11日とし，自記式質問票調査を実施した。
　調査項目の主な項目は，基本属性，通学に関する実態，身体活動量（歩数），学生生活の生活満
足度（大学生活の満足度及び大学周辺環境の満足度）である。
　歩数の測定に関しては，ヘルスケア（iPhone）から回答を得た。「健康づくりのための身体活
動指針（アクティブガイド）」（厚生労働省）運動所要量見直しの観点では，18歳から64歳の男女
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に対して，1日8000歩に相当する身体活動を推奨している。そのため，1日8000歩以上の者と1日
8000歩以下の者に分けて健康づくりのための身体活動・運動ガイド2023の達成率を検討した。
　学生生活満足度（大学生活及び大学周辺環境）は，2023年9月と2024年9月をそれぞれ項目に対
し10段階で評価を行った。
　統計解析は，IBM SPSS バージョン30を使用し，連続変数間をウィルコクソンの符号順位検定，
カテゴリー変数間はマクネマー検定を行い，有意水準は5％とした。倫理的配慮としては，調査施
設関係者ならびに調査対象者へ質問紙の説明文にて，研究の目的，手順，研究参加の任意性，個
人情報の保護，結果の公表等を十分に説明し，同意を得て実施した。

Ⅲ．結　果

　本研究は東京国際大学に在籍している人間社会学部の学生を対象とし，345名から回答が得られ
た。除外基準としては，2Cに通っていない他学部の学生や1学年の学生と欠損値の多いものとし
た。したがって，解析対象者322名（人間スポーツ学科171名，スポーツ科学科143名，福祉心理
学科8名）とした。
　身体活動量（歩数）は，2023年9月と2024年9月の2時点データの揃っているものを採用した
ため，学生生活満足度（大学生活満足度及び大学周辺環境）の回答者数に差がある（それぞれ
n=264, n=322）。

1．身体活動量（歩数）
1.1　対象者の特性
　被験者の特性（n=264）を表1-1に示した。また通学に関する実態を（表1-2 ～ 3）に示した。
全体の平均年齢は20.3±0.9歳，男女の比率は約8：2と男性（80.3％）が多く，スポーツ系の強化
指定クラブの所属が約50％を占めていた（表1-1）。通学時間は，1Cまで47.3分，2Cまで55.2分
と2Cまでの方が約8分多くかかっていた（表1-2）。通学頻度は，第二キャンパス（以後2C）へは
2023年9月は，2.9回であったがメインキャンパスが第一キャンパス（以後1C）へ移転した2024年
9月では0.7回と2.2回も減少していた（表1-2）。逆に1Cへは2023年9月は，2.8回であったがメイ
ンキャンパスが1C へ移転した2024年9月では4.2回と1.4回増加していた（表1-2）。2024年駅の
利用に関しては，霞が関駅が260名95％とほとんどの学生が第一キャンパスに近い霞が関駅を利用
していた（表1-3）。
1.2．身体活動量（歩数）
　本研究では，人間社会学部のメインキャンパスであった2Cに通学していた2023年の9月の平均
歩数（以後，2023年歩数2C）と，1Cをメインキャンパスが移転した後の2024年9月の平均歩数（以
後，2024年1C）について解析した。
　2023年歩数2Cの歩数の最大値，最小値，中央値，四分位は（表2）に示した。2023年歩数2Cと
2024年1Cの歩数間には全体，男性，女性に関して，それぞれp＝0.925，p＝0.710，p＝0.623と
有意な差は認められなかった。
　加えて，健康づくりのための身体活動・運動ガイド2023（8000歩）の達成率を2023年歩数2Cと
2024年歩数1Cの全体，男性，女性について検討した（表3-1 ～ 3）。マクネマー検定の結果，全
体，男性，女性に関して，それぞれp＝0.182，p＝0.148，p＝1.000と有意な差は認められなかっ
た。健康づくりのための身体活動指針の推奨値を満たしている学生は，2023年歩数2Cの全体，男
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表 1-3　駅の利用状況

表 1-2　通学時間と通学頻度

表 1-1　調査対象者の特性（歩数）

表 2　メインキャンパスの違いによる歩数（n=264）
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性，女性では，それぞれ50.4％，49.4％，55.8％で，同様に2024年歩数1Cの全体，男性，女性では，
それぞれ54.9％，54.7％，55.8％であった（表3-1 ～ 3）。

表 3-3　身体活動・運動ガイド 2023（8000 歩）を基準とした達成（女性）

表 3-2　身体活動・運動ガイド 2023（8000 歩）を基準とした達成（男性）

表 3-1　身体活動・運動ガイド 2023（8000 歩）を基準とした達成（全体）
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2．学生生活満足度（大学生活の満足度，大学周辺環境の満足度）
2.1．対象者の特性
　対象者の特性（n=322）を表4に示した。歩数と同様に全体の平均年齢は20.3±0.89歳，男女の
比率は約8：2と男性（79.8％）が多く，スポーツ系の強化指定クラブの所属が約50％を占めていた。

2.2．学生生活満足度（大学生活の満足度，大学周辺環境の満足度）の変化
　1Cと2Cの大学生活の満足度（食堂，パソコン室，図書館，運動施設，教室）は，表5に示した。
検定結果により2Cと1Cの施設において，運動施設以外，すべての項目に関して有意な差が認めら
れた（食堂p＝0.042，パソコン室p＜0.001，図書館p=0.028，教室p＝0.031，運動施設p＝0.360）
（表5）。しかし中央値が同じであり，分布の偏りの差であること考えられるため，実際の差は小さ
いものと解釈できる。
　1Cと2Cの大学周辺環境の利便性のコンビニエンスストア（セブンイレブン，ファミリーマート
など），スーパーマーケット（ヤオコーなど），飲食店（ガスト，松屋，カレー屋，海鮮丼など），
ファストフード店（マクドナルド），ドラックストア（クリエイト，マツモトキヨシ），100円
ショップ（セリア）⑦最寄り駅までの距離について，表6に示した。
　検定結果により2Cと1C周辺環境においてすべての項目において有意な差が認められた（コンビ

表 4　調査対象者の特性（大学生活満足度）

* 1C ＞ 2C は、満足度の方向を示す

表 5　大学生活満足度（n=322）
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ニエンスストアp＜0.001，スーパーマーケットp＜0.001，飲食店p＜0.001，ファストフード店p

＜0.001，ドラッグストアp＜0.001，百円ショップp＜0.001，最寄り駅p＜0.001）（表6）。

2.3.　 その他（大学生活で一番満足を感じること，1Cに移転したことで一番満足していること，
総合評価として1Cと2Cの満足感の比較）

　大学生活で一番満足を感じること，1Cに移転したことで一番満足していること，1Cと2Cの満
足感の比較を示した。大学生活で一番満足度を感じることについては全体，スポーツ系部活の所
属者と部活の非所属者に分けて表7に示した。次に，1Cに移転したことで，一番に満足している
ことについて表8に示した。最後に，1Cと2Cを比較して，どちらの方が満足感を感じているかは，
表9に示した。

2.4．自由記述（大学生活を充実させるための提案）
　本研究では，質問の最後に自由記述欄を設けた。その回答では，主に学内施設の改善案につい
て意見を得られた。食堂に関しては「食堂を大きくしてほしい」「席数を増やしてほしい」「メ
ニューを増やしてほしい」「学食の値下げをしてほしい」など計13件の回答が得られた。また，ト
レーニングジム・運動場に関しては「トレーニングジムを自由に利用させてほしい」「第一キャン
パスに運動場を増やした方がいい」など計9件の回答が得られた。その他に「Wi-Fiの強化」，「もっ
とたくさんの学生と交流する機会を増やしてほしい」，「トイレをきれいにしてほしい」など，合
計49件の回答が得られた。これらに関する対応も必要である。

表 6　周辺環境の満足度（n=322）
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Ⅳ．考　察

　本研究では，人間社会学部のメインキャンパスが2023年歩数2Cから2024年歩数1Cへ移転した
ことによる，学生の身体活動量（歩数）と2023年歩数1Cとその周辺環境が学生生活満足度へ及ぼ
す影響を検討とした。

1．身体活動量（歩数）
　本研究の対象者のうち260名（95.2％）の学生が霞ヶ関駅を利用しており，2Cから1Cに移転
し，最寄り駅までの距離が近くなったことから往復で通学時間が約20分（片道10分）短縮され，
健康日本21に示されている10分を1000歩として，1日約2000歩の減少が9割以上の学生において
起こると予想していた 7）。しかし，歩数の中央値は対象者全体，男女別共に2023年歩数2C（全体
8009.5歩，男性7813.0歩，女性8526.5歩）に比較して2024年歩数1C（全体8256.5歩，男性8232.5
歩，女性84006.5歩）の歩数で，いずれも有意な減少は認められず，心配したメインキャンパス移
転による通学時間の短縮の影響はみられなかった（表2）。その理由としては，1Cは駅に近く，スー
パーマーケット・ファストフード店・コンビニエンスストア・飲食店などが密集しており，容易
に食事やその他の買い物もできる環境にあることが考えられる。先行研究でも，近隣地域の歩き

表 7　大学生活で一番満足感を感じること

表 8　1Cに移転したことで一番満足していること

表 9　第 1キャンパスと第 2キャンパスの満足度の比較
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やすさの向上は，実用的な歩行（食料品店への移動など，特定の目的のための歩行）のレベルの
高さに関連している 4）。本研究でも最寄り駅である霞ヶ関駅の周辺や1Cに近い飲食店やファスト
フード店，コンビニエンスストアなどを昼休みや空き時間に利用する学生が増加し，通学で減少
した歩数を補う行動があり歩数の減少が認められなかったものと推察された。
　次に，2Cから1Cに移転したことにより，健康づくりのための身体活動・運動ガイド2023（8000
歩）の達成率を検討した。本研究における調査対象者全体の8000歩以上の学生は，2Cから1Cに
移転し，133名（50.4％）から145名（54.9％）と4.5ポイント増加傾向にあり，同様に男性は，104
名（49.1％）から116名（54.7％）と5.6ポイント増加傾向，女性は，移転してもどちらも29名（55.8％）
であったが，いずれにしてもメインキャンパスの違いによる健康づくりのための身体活動・運動
ガイド2023（8000歩）の達成率にも有意な変化は認められなかった（表3-1 ～ 3）。近年若者の運
動不足が深刻になっているが，首都圏・中京圏・近畿圏の13都府県を対象にした調査の健康づく
りのための身体活動・運動ガイド2023（厚生労働省）の達成率は，20－64歳で全体45.6％，男性
47.9％，女性43.6％であり 5），これらに比較すると本研究の対象者は，キャンパス移転前後共に達
成率は高かった（男性 本研究49.1～ 54.7% v.s. 47.9％，女性 本研究55.8% v.s. 43.6％）。この理由
としてスポーツ系の学生がほとんどであり，またスポーツ系の強化指定クラブの学生が約半数を
占めていたことから，アクティブに活動する学生が多いことが要因として推察された。したがっ
てメインキャンパスが霞ヶ関駅に近い1Cに移転し，霞ヶ関駅からの通学時間が減少しても，1日
の身体活動量（歩数）に影響はなく仮説1は支持されなかった。

2．学生生活満足度（大学生活の満足度，大学周辺環境の満足度）の変化
　大学生活の満足度については運動施設以外の項目で1Cの方が満足度は有意ではあるがわずかに
高い結果であった（表5）。2023年の1C，2Cの通学頻度の平均値は同等であり（表1-2），これは，
特に資格を望まない学生が1Cの授業を多く履修した可能性がある。一方で教職やスポーツ系の資
格の履修者や一部の強化クラブの学生は，メインキャンパス（2C）で専門の授業が展開されてい
たため，2Cの広い敷地の中に教室や，特に運動施設が充実した環境に恩恵を受けていた学生も存
在した可能性がある。
　大学周辺環境の満足度においてはすべての項目において1Cの方が有意に満足度が高い結果と
なった（表5）。その理由としては2つ考えられる。1つ目は2Cと1Cの大学周辺環境の違いである。
2Cの大学周辺にはコンビニエンスストアは1店あるが，徒歩でも約12分の距離にある。しかし，
1Cは霞ヶ関駅に近く，またキャンパスが商店街の中に位置し，周辺には徒歩で1～ 8分以内にあ
るコンビニエンスストア，スーパーマーケット，飲食店，ファストフード店，ドラッグストア，
百円ショップなどがある。休み時間や昼休みなど短時間で往復ができ便利に利用できる店舗が1C
の方が多くみられる。2つ目は，駅からの距離が異なることである。駅の利用は，移転先の1Cに
近い霞ヶ関駅が95.2%とほとんどであった（表1-3）。また，2Cは，ほとんどの学生が利用する霞ヶ
関駅からまでは片道約15～ 20分となっていた。それに対して，霞ヶ関駅から1Cまでは片道約5分
と，2Cから1Cに移転したことにより通学時間は平均値で片道約8分減少し，距離が近くなった（表
1-2）。このことを反映してか，1Cに移転したことで一番満足していることは，駅からの距離が約
8割を占め，他の要因を大きく引き離していた（表8）。これらのことが影響して満足度が増加した
と推察された。したがって，1Cに移転したことで最寄駅からの距離を含めた大学周辺環境の利便
性に満足している学生が増加したことが考えられ，仮説2は支持された。
　大学生活満足度に関して重要となるのは大学生活の満足度であり，本研究での大学生活で一番
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満足感を感じることは，全体で第1位は友人関係37％，運動33.2％，学び13.7％，食6.5％の順で
上位を占めた（表7）。先行研究によれば大学生活満足度の高い者は友人との関係，クラスメイト
や教員との人間関係の満足度が高いことが示されており 14）11）9），本研究の全体の結果も友人関係
が上位に挙がっているが，学内での相対的比較であるため，今後他大学と比較してどのような状
況なのかを考慮しながら対策を行うことが必要であると考えられる。しかし，スポーツ系部活の
所属者と部活の非所属者で分けて解析すると傾向が異なり，スポーツ系部活動の所属者では，第1
位は運動で半数以上を占め，続いて友人関係25.9％でその他はかなり少ない割合であり，部活動の
影響が強いものと考えられる 2）（表7）。一方，部活動の非所属者では，第1位は友人関係が約半数
で，学び20.7％，運動15.2％，その他であり，スポーツ系部活動の所属者と非所属者では，運動の
順位が異なっていた。本学のスポーツ系部活動の所属者は，約半数存在するため今後，大学生活
の満足を向上するためには，スポーツ系部活の所属の有無で満足感を感じていることが異なる点
を加味する必要がある（表4）。
　また食の満足度が高いことは大学生活満足度向上に重要である 13）。特に本研究では，調査対象
者がほとんどスポーツ系の学生であったため食の充実は重要であると考えられるが，全体，ス
ポーツ系部活動の所属者，非所属者で分けてみてもが満足している者が6.3～ 6.7％と低い結果で
あった（表7，表8）。先行研究では学食の満足度が大学生活満足度の上位（大学の友だち，ゼミ
やクラスメイトとの人間関係，教員に次いで）に位置していた 13）。本学の場合，学食に関する要
望が全体の49件中13件（約3割）であったため，学食の改善が求められていた。そのため，大学
生活満足度を向上させるためには，本学の学食の充実度の改善も必要であると推察された。した
がって，仮説4は一部支持された。
　これらのことから，まずは本学では1Cの学食や運動施設の充実が，大学生活満足度を向上させ
る要因でもあるため，これらを改善することが必要である。さらに学生の幸福と生活の満足度に
大きく寄与する要因は特定されており，そのうちの学校関連の要因である教師と仲間との交流，
保護者関与，学業成績，安全認識，指導の質，課外活動の機会を充実させることが求められる 9）。
　最後に総合的な評価として，1Cと2Cを比較してどちらのキャンパスに満足感を感じているかを
尋ねると，1Cに満足している学生は約8割と圧倒的に多い結果であった（表9）。これによりメイ
ンキャンパスが2Cから1Cに移転し，満足感が高い学生が多いことが示された。この理由としては
上記で述べたように，最寄り駅からの距離が近くなり，またメインキャンパスからコンビニエン
スストアや飲食店などへのアクセスが良くなるなどの大学周辺環境の満足度が1Cの方が増加して
いることが要因であると考えられた（表3）。したがって，大学生活満足度は，1Cに移転後に満足
している学生が多いという仮説3は概ね支持された。しかし，大学生活の満足度は，1Cの方が有
意に高かったがわずかな差であったため，今後，在学生の満足度を向上させ，更に入学者数を確
保するために，他学との比較が可能な指標で検討を用い，学生生活満足度を大学生活満足度の観
点で向上していく努力をすべきである。
　本研究の限界としては，歩数の測定には，約90％が i-phoneを使用しており，激しい運動時（部
活など）には装着していないこと事が予想されるため，活動のすべてが測定できていない可能性が
高い。また学生生活満足度においては，独自の質問項目を使用したため主観的な評価のみであっ
た。今後の課題としては，身体活動量に関しては国際標準化身体活動質問票（IPAQ：International 

physical activity questionnaire）や活動量計を用いた総合的に身体活動量を把握できる方法や運動
習慣の有無などを調査することにより，より詳細に検討を行う必要がある。また学生生活満足度
に関しては，幸福と生活の満足度に大きく寄与する要因として特定されている学校関連の要因（教
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師と仲間との交流，保護者の関与，学業成績，安全認識，指導の質，課外活動の機会）を詳細に
検討する必要がある 9）。

Ⅴ．まとめ

　本研究では，人間社会学部のメインキャンパスが第2キャンパス（2C）から第1キャンパス（1C）
へ移転したことによる，学生の身体活動量（歩数）と1Cとその周辺環境が学生生活満足度へ及ぼ
す影響を把握することを目的として調査を行った。
　身体活動量（歩数）では，2Cがメインキャンパスの2023年の歩数と1Cがメインキャンパスとなっ
た2024年の歩数を比較して歩数に有意な差は認められなかった。第1キャンパスは，最寄り駅で
ある霞ヶ関駅に近く，またその周辺の飲食店やファストフード店，コンビニエンスストアなどを
利用する学生が増加し，それを補う行動があり歩数の減少が認められなかったものと推察された。
　学生生活満足度では，メインキャンパスの1Cへの移転により大学生活満足度は，運動施設以
外はわずかに向上し，また大学周辺環境の満足度は向上し，総合的にはメインキャンパスが第一
キャンパスに移転し満足感を持っている学生が多く存在していた。しかし，学内の2つのキャンパ
スの相対的な比較であるため，他大学と比較可能な指標でさらなる検討が必要である。
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